遺族補償年金の受給権者が死亡した場合
地方公務員災害補償基金広島県支部
１　他の受給資格者がいる場合
死亡した受給権者に他の受給資格者がいる場合は、その中の最先順位の受給資格者に遺族補償年金が支給されることになります。
　　※遺族補償年金の受給資格者については、下記を参照のこと。
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２　他の受給資格者がいない場合
（１）遺族補償年金の支給は終了します。
（２）未支給の遺族補償年金がある場合は相続されることになります。
（３）相続人への支給に必要な提出書類等は次のとおりです。
・　未支給の補償請求書（未支給の福祉事業請求書）
・　申立書〔受給権者の相続人が複数いる場合、代表者を１人選任して請求することになります。申立書にはすべての相続人がそれぞれ自書・押印してください。〕
・　死亡届〔受給権者の死亡を証する住民票等を添付のこと。〕
　　・　遺族補償年金の年金証書〔紛失していて返還できない場合は申立書〕
　　・　死亡した受給権者と請求人及び相続人全てとの続柄が分かる戸籍謄本
      ※請求人等の戸籍に記載された本籍地の住所と未支給の補償請求書や申立書に記載された現住所が異なる場合は，本籍地が表示された住民票等を追加で提出してください。

・　振込口座が確認できる通帳のコピー
�








